
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 5 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 学校法人昌平学園 昌平高等学校 ） 

目 指 す 学 校 像 
生徒一人ひとりの進路希望を実現するとともに、他者を思いやる優しさ、困難に立ち向かう逞しさ、自ら

知を求める積極さをあわせ持ち、広く社会に貢献・奉仕しようとする人材の育成を図る。 

教員のモットー「手をかけ 鍛えて 送り出す」 

 

      

※学校関係者評価実施日とは、法人評議委員により、学校

自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。         
達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１.才能開発教育：個々の生徒の能力を最大限に引き出す。 

２.人間教育：高い品性と正しい判断力を養成する。 

３.健康教育：心身ともに健康な人間を育成する。 

４.国際教育：国際的視野に立って考え、行動する力を養成する。 

  Ｂ 概ね達成(６割以上)  出席者   学校関係者  3 名 

卒業生    1 名 

学識経験者  4 名 

  Ｃ 変化の兆し(４割以上)  

  Ｄ 不十分(４割未満)  

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する）は複数設定可。 

※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （3 月）  実施日 令和 6 年 3 月 26 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 中間評価 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

1 

①進路目標達成に向けて生徒が主
体的に学ぶ環境を作る。ICT を
活用し授業展開における学びの
幅も広げていく。 

②進路目標を含めた自己実現に向
けた計画的な取組みができるよ
うに体制を整える。 

③各種資格の取得(英検･GTEC･
TOEIC など)を推進する。 

④自習室の充実化など授業だけで
はなく、自学学習を習慣化でき
る環境作りを行うとともに、生
徒全体に積極的に働きかけを行
う。 

①教員が個々で授業力向上に努め
ているか。進路指導部を中心に
模試等の分析を行い、担任から
状況をフィードバックする体制
を整えることができているか。
ICT の活用で授業実践の幅が広
がっているか。 

②進路目標の達成に向け、学校全
体で情報を共有し、生徒にアド
バイスする体制が整っている
か。 

③パワー・イングリッシュ・プロ
ジェクトを掲げる中で資格取得
の推進、計画的な取得ができる
よう働きかけができているか。
その他の資格試験についても積
極的な取組みを促すことができ
ているか。 

④生徒が掲げる進路目標の達成に
向けて学習計画および学習時間
の管理等、アドバイスを行うこ
とができているか。 

①授業準備を時間確保のために分
掌業務の整理を行う。進路指導
部を中心に模試分析を積極的に
行いフィードバックできる体制
を整える。担任と情報を共有し
進路指導にあたる。各大学の入
試データ分析研修会等に積極的
に参加し情報を得る。ICT の活
用に向けて実践例を周知する。 

②大学の進路イベントや相談等を
積極的に実施し、生徒が有益な
大学情報を取得できる機会を作
る。担任からも入試情報につい
て、生徒に直接伝達し生徒の大
学進学に向けたモチベーション
の向上に努める。 

③各種検定の積極的な受験を促す
よう周知を行う。また、英検等
をはじめ校内でも受験ができる
体制を整える。 

④学習室の活用状況を確認し、自
学自習に積極的に取り組める環
境を整える。チューターをはじ
め質問対応ができる体制をより
よくする。また、スタディサプ
リを活用できる環境も作る。 

①分掌業務における業務整理を行
い、教材研究の時間を確保して
いる。ただし、一部教員に業務
が偏る面もあるため整理が必要
となる。ICT を活用し工夫した
授業を展開する教員は増えてき
た。進路指導部が中心となり、
模擬試験の分析結果から個々に
フィードバックを行い、課題を
整理し意欲的に取り組む環境を
作っている。 

②校内の進路イベントを積極的に
行い、大学情報を得る機会を作
っている。 

③各種検定の取得状況を担任が把
握し、大学受験等でも活用でき
るようアドバイスしている。 

④リクルート社「スタディサプ
リ」についても補完的に活用す
るよう周知している。 

①10 月に実施の授業評価アンケ
ート結果を検証し、各教員が改
善に努めているかを適宜確認す
る。ICT 活用については状況を
把握し、教員自ら現状の課題を
確認、改善に努めているかを検
証する。模擬試験の分析データ
について生徒個々にフィードバ
ックし、進路目標達成に向けた
対策を講じることができたか。 

②各種進路行事･担任との面談等
を通して、目標とする大学受験
に向けた主体的な取り組みがで
きる環境作りができているか。 

③資格取得の積極的な取り組みを
促すために、有益な情報伝達が
明確にできたか。 

④学習室の活用状況等の周知をは
じめ、計画的に学習習慣を確立
し、自主的な取組みができるよ
うな環境づくり、働きかけはで
きているか。 

 

①各教員が授業評価アンケート結果で出た課題を
把握し、授業に活かすよう取り組んだ。今年度
は一部 ICT 研修を実践した。例年通り模擬試験
のフィードバックは担任が中心となり行い進路
目標の整理に効果的なものとなった。ICT を活
用した授業実践は活用する教員としない教員で
個人差が大きくある、 

②今年度は昨年度と比較し、国公立大学･G-
MARCH の合格者数は伸びた。しかし、早慶上
理は大幅に減る形となった。 

③令和 5 年度の英検受験の取り組みにより、高校
内で昨年度より高い 86％の生徒が英検（3 級以
上）を取得している。とりわけ高校卒業程度と
いわれる 2 級には全校で 43.2％、また、準 1
級の取得者も年々増加傾向にある。大学入試に
も英検利用が進む中、今後一層多くの生徒が 2
級、準 1 級などの上位級を取得できるよう指導
していく。 

④学習室の活用については、より積極的に活用す
る状況が見られ、考査期間においては 350 名を
超える日もあった。生徒の学習意欲の向上が見
られる。部活動の終了後にも活用する生徒も増
え文武両道を実践している。 

Ｂ 

①研究授業をはじめ教員が授業実践における課
題を整理し、情報共有を行っていくことで学
校全体の活性化につなげたい。生徒が掲げる
進路目標達成に向けて、また、学校としての
合格実績数を伸ばしていくための計画を立案
していく必要がある。ICT 活用については、
次年度は研修の実施とともに実践例を共有す
るなど、全教員が積極的に活用できる体制を
整えていきたい。 

②次年度も学校として進路イベントを実施し、
生徒にさらに有益な情報を共有できる環境を
整える。 

③パワー･イングリッシュ･プロジェクトのさら
なる強化を求め。大学進学に向けて取得状況
の分析を行う。大学受験での活用方法など生
徒に積極的に伝達していく。 

④学習室の活用で生徒の学習意識が非常に高ま
っている。ただし、活用状況に課題もあるた
め、環境作りにおける整理を行う。 

 ①今年度は東京大学 1 名、東京工業大学 3 名、一橋大
1 名が現役合格をするなど、国公立大学には 78
名、早慶上理 ICU は 56 名、G-MARCH について
は 199 名の合格者を輩出した。また、今年度も医
学部医学科に 7 名が合格した。更なる進学実績の向
上を目指して、学習環境の整備、生徒のモチベーシ
ョン向上における具体的な取組みを行ってもらいた
い。 

②大学入試改革における進路状況の分析等、生徒のモ
チベーション向上に努めてもらいたい。 

③各種資格の取得に向けて、大学進学情報とのリン
ク、有益な情報の伝達を行うなど積極的な働きかけ
をお願いしたい。 

④学習室を活用する人数が増え、自学自習に励むこと
ができることは非常に良いことであり、さらに良い
環境を作ってもらいたい。 

 
評価：Ｂ 
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①日常生活のマナー指導、身だし
なみ、学習を継続して行う上で
の基本的な生活習慣の確立を目
指す。 

②生徒が活躍できる機会、主体的
に参加する生徒会活動や課外活
動の充実化を図る。 

③生徒のコミュニケーションスキ
ルが向上できる環境づくりを行
う。 

①頭髪･服装をはじめとする学校
のルール遵守、生徒が公共交通
機関や自転車での通学時におい
て適切なマナーを理解、実践で
きているか。 

②各行事で生徒会活動や部活動を
はじめとする課外活動の充実化
が図れているか。 

③教員が様々な活動を通して生徒
と積極的にコミュニケーション
をとる機会を作ることができて
いるか。 

①校内外ともに生活指導部を中心
に登下校時の通学路指導等で現
状把握を行っている。ホームル
ームや学年集会を通して指導を
行いより良い環境を作る。 

②文化部の部活動発表会をはじ
め、ボランティア活動の企画等
積極的な参加を呼び掛ける。 

③定期的に面談を行い、生徒に寄
り添った形で指導し、意欲的な
活動を促す。 

①登下校時の通学マナー等につい
て外部から指摘を受けることも
あった。担任や部活動顧問など
指導を行っていく。 

②運動部だけでなく、文化部も校
内発表会など充実した活動がで
きている。 

③担任を中心に生徒と適宜コミュ
ニケーションを取る中で、生徒
の実態把握に努めた。 

①登下校時や学内における校則遵
守など状況把握に努める。ま
た、生活指導部を中心に校内外
の状況把握を行う。 

②工夫を凝らし、生徒が充実感を
持てる活動ができているか。 

③現状把握に努める中で、学習や
課外活動等、積極的な取組みに
繋げることができているか。 

①特に登下校時の通学マナーについて、外部の方
からホームでのマナー等について指摘を受ける
状況があった。担任のみならず学年集会などで
周知し、改善に努めていく。 

②生徒会を中心に各部の発表機会が継続的に作ら
れていることは良かった。 

③生徒へのアプローチについて各所でメンタルケ
アを含め、生徒が前向きに取り組める働きかけ
をしている。 

Ｂ 

①学内におけるルールの確認を適宜行い、教員
が同じベクトルで指導できるように体制を整
えていく。 

②生徒会や部活動など行事の企画を積極的に行
い、生徒の活躍の場をさらに増やしていきた
い。また、地域交流も積極的に行っていく。 

③面談等を通して状況把握を積極的に行う環境
は作っていた。今後も継続して行っていきた
い。 

 ①日頃の指導において、継続的な指導をお願いした
い。生徒が自覚ある行動ができるよう、また前向き
な取り組みができるような環境を整えてもらいた
い。 

②各種行事の工夫をはじめ、生徒の活躍が目に見える
状況を作ってもらいたい。 

③生徒一人一人の成長のために生徒個々に応じた様々
なアドバイスをしていただきたい。 

評価：Ｂ 
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①文武両道が実践できる環境を整
える。 

②学年団(担任等)を中心に生徒が
様々な相談ができる体制を整え
る。 

①文武両道を実践するために部活
動顧問も生徒個々の状況 

②面談等を通して、生徒が抱える
悩みの解決や精神的な支援がで
きているか。 

 

①部活動において質にこだわり、
指導者が工夫を講じた中でより
良い指導を行っていく必要があ
る。学習面においては隙間時間
の活用など、効率的、効果的に
学習を行っていけるよう指導を
行っていく。 

②SNS 講習会を実施するなど生
徒が抱える不安を未然に防ぐ取
り組みを行っていく。 

①日々の活動において成長を求め
て高いモチベーションでトレー
ニングに励んでいる。文武両道
を実践するために学習時間を確
保できる体制を作っていた。 

②担任が面談を通して、宜確状況
把握に努めている。 

 

①部活･学習ともに前向きに取り
組む姿勢が見られるか。隙間時
間の活用など自主学習に意欲的
に取り組むことができる環境が
整えられているか。 

②生徒との面談等を通して実情の
把握ができているか。特に 
SNS における問題点等の実 
態を理解・把握できている 
か。 

①文武両道の実践する上で、各部活動においてよ
り主体的に行動できるようベースを確立してい
る。その中で多くの部活動が関東･全国大会出
場など成果を上げている。また、特進アスリー
トクラスからも国公立大学、難関私大の合格者
を輩出するなど文武両道を体現できる生徒が増
えている。 

②生徒の現状把握は担任を中心に学年団も協力す
る体制を整えている。SNS 使用においてはま
だ課題は残っている状況である。今後も適宜、
課題解決に努めていく必要がある。 

 

Ｂ 

①1 年次より学習が習慣化されるよう各部活動
においても生徒に指導を行っている。模範と
なる上級生の取組みを参考に下級生も意識レ
ベルが高まってきている。今後も継続した取
組みをしていきたい。 

②SNS の使用、向き合い方について、状況把
握に努めるとともに、他校でどのように対応
しているかも参考にしていく必要がある。 

 

 ①特に自習室の活用について、部活動生徒を含め数多
くみられることから、意識レベルが高まっていると
言える。文武両道を体現する生徒が数多くいること
は下級生への刺激も含め非常に良い状況である。大
学実績など今後目に見える結果を出していくことも
大切になってくる。現状に満足することなく、より
良い環境を作ってもらえるよう頑張ってもらいた
い。 

②SNS の活用状況を把握するとともに、他校状況を
含め現在の課題を整理してもらいたい。講習会など
生徒に情報共有する場を設け生徒の成長につなげて
ほしい。 

 
評価：Ｂ 
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①英語力強化につなげる 
②学校行事（希望生徒対象）とし
て行う語学研修（海外含む）の
充実化を図る。 

③帰国子女の受け入れを積極的に
行う。 

①実践の場で活用できる英語力・
会話力について授業を通して身
につけることができるか。 

②海外研修を再開し、生徒が学び
を得る環境作りはできている
か。 

③帰国子女の受入れにあたり、募
集活動を積極的に行っている
か。また、一般生徒が帰国子女
と積極的にコミュニケーション
を取る機会を作ることができて
いるか。 

①全教職員が英語力強化に向けて
英検の全員受験をはじめ積極的
な取組みを促す環境を整え、モ
チベーション向上に努める。 

②今年度より海外語学研修を再開
し、工夫を講じた中で生徒の活
動の幅を広げる。 

③帰国子女生徒と交流する中で、
英会話力向上に向けたモチベー
ションアップを図る。 

①英検 2 次対策は英語科教員を中
心に資格取得に向けて積極的に
取り組んでいる。
International Arena(日本語禁
止部屋)を、ネイティブ教員と
積極的に会話し英語力を高める
意識の高さがうかがえる。 

②カナダ修学旅行、希望者対象の
オーストラリア語学研修、ハー
バードサマースクールを通し
て、英語力向上を目指す高い意
識を持つ生徒が多い。 

③帰国子女との交流が英語を学ぶ
モチベーションにつながってい
る。 

①大学受験に英検を活用するなど
生徒にとって有益な情報共有は
できているか。そのために取得
状況の確認、取得に向けた働き
かけはできているか。 

②海外語学研修の取組み、効果な
どを教員全体で情報共有し、生
徒に良さを伝達するなど英語を
学ぶモチベーション向上につな
がっているか。 

③帰国子女と交流することで英語
を学ぶモチベーション向上につ
ながっているか。海外在住の日
本人への学校の認知度を高める
具体的な活動ができたか。 

①担任の指導状況からも英検取得に前向きな姿勢
がみられるなど、英語力向上に努める生徒が増
えている。ただし、クラスによっては受験数の
面でも課題がある。 

②修学旅行や海外語学研修を行い、英語力向上へ
の意識はさらに高まっていると言える。希望者
対象の研修行事も数多くの参加があった。 

③帰国子女との交流、情報交換により英語を学習
していく上でのモチベーション向上につながっ
ていると言える。 

Ｂ 

①英検においても大学受験をはじめ進路活動に
も活用ができる情報等を周知していくことで
前向きな姿勢がみられる。今後はクラスによ
る意識レベルの偏りがないよう周知方法も検
討していく。 

 
②修学旅行や海外語学研修の実施、グローバル
サマースクールをはじめとするプログラムの
提案など英語力向上に向けた意識レベルは高
まってきていると言える。さらにプログラム
の充実化を図っていけるようにしたい。 

③帰国子女と交流することで英語への興味･関
心、学習を行っていく上でのモチベーション
向上につながっている。今後も現状において
できる限り積極的に募集を行っていく環境を
確立していく。 

 ①パワー・イングリッシュ・プロジェクトを学校とし
て実践する中で、英検の取得状況をはじめ、より良
い方向に進んでいると感じる。今後も具体的な成果
を検証し、更なる向上を目指してもらいたい。 

②今後海外語学研修をはじめ、生徒が興味関心を抱く
企画を提案してもらいたい。 

③生徒が英語に興味関心をさらに持てるような働きか
けを積極的に行ってもらいたい。帰国子女募集にお
いても今まで以上の活動を行ってもらいたい。 

 
評価：Ｂ 

 



（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 5 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 学校法人昌平学園 昌平中学校 ） 
 

目 指 す 学 校 像 
生徒一人ひとりの進路希望を実現するとともに、他者を思いやる優しさ、困難に立ち向かう逞しさ、自ら

知を求める積極さをあわせ持ち、広く社会に貢献・奉仕しようとする人材の育成を図る。 

教員のモットー「手をかけ 鍛えて 送り出す」 

 

      

※学校関係者評価実施日とは、法人評議委員により、学校

自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。         
達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１．才能開発教育：個々の生徒の能力を最大限に引き出す。 

２．人間教育：高い品性と正しい判断力を養成する。 

３．健康教育：心身ともに健康な人間を育成する。 

４．国際教育：国際的視野に立って考え、行動する力を養成する。 

  Ｂ 概ね達成(６割以上)  出席者  学校関係者     3 名 

卒業生       1 名 

学識経験者     4 名 

  Ｃ 変化の兆し(４割以上)  

  Ｄ 不十分(４割未満)  

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
        

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （3 月）  実施日 令和 6 年 3 月 26 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 中間評価 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

1 

①IB 授業における学びに加えて主
要 5 教科においては基礎知識の
習得に向け指導を行っていく。 

②校外学習や体験学習（プログラ
ム）を通して自ら考えることの
基盤作りを行う。その他、キャ
リア教育を実施し将来について
考える機会を作る。 

③各種資格取得を目指す。 
④自学自習の定着を図る。 
 
Googleclassroom の活用 
※非常勤講師-教員全体情報共有 

①アクティブラーニング手法を用
いた授業展開で主体性を促すよ
う努める。あわせて、基礎知識
の習得についても授業内で工夫
し実践していく。学力推移調査
の結果より目標設定を行う。 

②体験型プログラム（校外学習･体
験学習）で主体的な学びが得ら
れる環境を作っていく。調べ学
習を通して生徒が主体的に学び
発信する場を作る。また、発表
の場はプレゼンテーション能力
の向上にもつなげる。また、中
学 3 年生を対象にキャリア教育
特別授業を実施、多種多様な業
界の方から話を聞き、進路に対
する理解を深める 

③PEP の一環として行っている英
検取得に向けた取組みをはじ
め、各種資格取得については積
極的な呼びかけを行う。また、
検定対策も行える環境を整備す
る。 

④担任を中心に日々の学習計画や
現状における時間の活用方法な
どアドバイスを行う。 

①生徒の学びに対する意欲を高め
られるよう ICT の活用など、知
識習得に向けて幅広い授業展開
を実践する。教員は、情報交換
を行い、授業の質を向上してい
けるよう努める。特に主要 5 教
科においては基礎基本の習得、
定着に向けた取組みを実践す
る。 

②校外学習や体験学習のプログラ
ム選定など主体的に学ぶことが
できる環境を作っていく。 

③英語検定等の全員受験をはじ
め、各種検定への積極的な取組
みを担任、学年団等から促す。
各種検定に向けた対策について
は各教科および担当教員が中心
となり行っていく。 

④フォーサイト(スケジュール帳)
や Googleclassroom を活用し、
活動計画をそれぞれ立案、習慣
化させる。また、自習室や SH
システム (自動問題作成システ
ム)の活用など各自の課題克服に
取り組むことができる環境を作
る。 

①IB 授業の展開において教員が
ICT を積極的に活用するなど工
夫を講じていることから生徒の
学習意欲も向上している。ま
た、主要 5 教科の知識習得につ
いても工夫を講じている。 

②生徒は様々な体験を通して、
様々な気づきがあり大変有意義
な活動となっている。 

③英検取得に向けて生徒が前向き
に取り組む体制を作っている。 

④フォーサイト(スケジュール帳)
を活用し学習習慣の確立状況な
ど現状把握を行っている。
Googleclassroom や SH システ
ム(自動問題作成システム)を活
用し、自主学習のモチベーショ
ン向上に努めている。一部の生
徒は学習習慣がまだ確立できず
不安を抱える生徒もいる。フォ
ロー体制を構築していく必要が
ある。 

 
自己管理スキルの向上 

①授業評価アンケートの結果をも
とに課題に気づき、改善に向け
た取組みを行うことができてい
るか。 

②生徒の主体的な学びの場を提供
するために工夫を講じている
か。 

③各種検定に向けて、積極的な取
組みを促す環境を作ることがで
きているか。また、取得に向け
たフォロー体制の構築、モチベ
ーション向上につなげることは
できたか。 

④フォーサイト(スケジュール帳)
や Googleclassroom 等を活用
し、生徒の学習習慣の構築のた
めの働きかけはできているか。
そして、生徒の主体的な取組み
を促すことができたか。 

①ICT を活用し、生徒の興味関心を引く授業展開が
増えている。あわせて基礎知識の習得に向けた授
業も行い、学力向上に努めている。学力推移調査
の結果から課題を見出し、学力状況に応じたフォ
ロー体制を構築している。教員も教材研究を通し
て指導面における引き出しを増やしている。 

②様々な体験学習や体験型プログラムは生徒の気づ
きを大切にする中で充実した学びの機会となった
と言える。コミュニティープロジェクト発表会に
おいても生徒が工夫を講じ、質は向上している。 

③中学校においては、全校で 99.7％の生徒が英検
（5 級以上）を取得した。3 年生は 80.4%の生徒
が準２級以上を所得しており、例年の中学卒業時
に準２級所持、という学校目標を達成している生
徒が多くなった。2 年生は次年度目標につながる
３級に 82.2％が合格している。1 年生は１名を除
き全員が４，５級を取得している。年度を通して
中３対象に準２級講習、英検各回前に各級の講習
を行っていることが結果につながっている。 

④学習意欲が高い生徒が多いが、一部の生徒は学習
習慣が確立できていない状況も見受けられる。担
任を中心にもフォローできる体制を整えていくこ
とが必要と言える。 

Ｂ 

①現状維持で満足することはなく、授業の
工夫を講じるように努めていく。主体的
に学ぶ意欲が持てるような授業展開を整
えていきたい。生徒個々に学力推移調査
の結果や定期考査をもとに学習方法等の
アドバイスができる体制を作り上げる。 

②次年度も新たなプログラムの構築など生
徒のより良い学びの場を提供していきた
い。 

③努力が結果に結びついている状況になっ
ている。今後も資格取得に向けたモチベ
ーション作りのために大学進学に向けて
の必要性など具体的な情報を伝達してい
く。 

④生徒がより良い学習環境を作っていくた
めに具体的な計画策定を担任や学年団が
中心となり行っていく。教員間も情報共
有を行い、生徒に有益なアドバイスがで
きるよう努める。 

 ①ICT の活用について、教員間での情報共有、また
研修等を行い資質向上に努めてもらいたい。あわ
せて基礎学力の向上に向けて生徒のモチベーショ
ンを高めるアドバイスを行ってもらいたい。担任
を中心に面談を通して、現状把握を行い、学習方
法等を含め指導にあたってもらいたい。 

②生徒が様々な体験は学習におけるモチベーション
向上につながる機会となり非常に良い。さらに工
夫を講じたプログラムを構築してもらいたい。 

③特に英検の取得に向けた取組みは学校全体として
の取り組みが成果に繋がっており非常に良い。今
後もさらに上位級を目指し、取得に向けた体制を
作ってもらいたい。 

④学習計画や個々の学習目標を把握し、より良い方
向に結び付けられるよう今後も継続した指導をお
願いしたい。 

 
評価：Ｂ 
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①校内外を問わず、日常における
マナー指導を行う。あわせて基
本的生活習慣を確立するよう促
す。 

②生徒会役員を中心として生徒が
主体的に参加できるボランティ
ア行事等を作る。 

③コミュニケーションスキル向上
を目指す取り組みを活性化させ
る。 

①校則の遵守、挨拶の励行などマ
ナー指導について全教職員で指
導にあたっているか。また、外
部においては自転車の乗り方な
ど交通マナーを守り交通事故防
止対策を徹底できているか。 

②生徒会が中心となり、校内外で
のボランティア活動の企画に生
徒が積極的に参加し、自らの活
動の幅を広げることはできてい
るか。 

③各行事等をはじめ、生徒間でコ
ミュニケーションを取る機会を
増やし、自分の意思を明確に伝
えることがでたか。 

①生活指導部を中心に校内外の巡
回指導を行う。特に登下校時の
状況把握を行い、生徒指導体制
を構築する。 

②ボランティア活動やイベントに
ついては地域ともリンクした形
で行うことも視野に入れ、活動
の幅を広げられるようにする。 

③授業内においてもプレゼンなど
発表の場を設けるなど、生徒が
主体的に活動する場を増やす。 

①通学路や公共交通機関の利用に
おけるマナーについて、指摘を
受ける状況があった。 

②活動はあまりできない状況だっ
た。高校生と一緒に活動するな
ど工夫をしていく必要がある。 

③一部行事は英語で行うなど生徒
の学びの幅を広げる工夫もして
いる。 

①生徒が根本的な面を理解できる
状況を作ることができたか。指
導において自覚を促すことがで
きたか。 

②生徒が主体的に活動を行う環境
はできているか。 

③行事や授業等で工夫を講じ、コ
ミュニケーション能力を向上さ
せる機会を作ることはできてい
るか。 

①通学マナーでの外部の方からの指摘および校内に
おける生活指導事案もあったことからまだまだ課
題が多くあると言える。担任指導のみならず、学
年集会等を活用し全体に指導･呼びかけを行う必
要がある。 

②生徒会主体の活動は数多くできなかったが、高校
生と一緒に企画を検討するなど次年度に繋がる状
況となった。 

③まだ一部には限られるが、各教員の工夫により、
授業等でも良い方向で指導ができている状況にな
っている。 

Ｂ 

①現状、指摘をせざるを得ない状況もある
ことから、マナー指導については課題が
残る。巡回指導を含め、対応を検討して
いく必要がある。 

②地域との交流、各種ボランティア活動の
提示など生徒が前向きに取り組むことが
できる企画を立案する体制を作る。 

③新たな企画の創出など生徒一人一人にア
プローチしていく体制を作る。 

 ①昌平の生徒であるという誇りを持ち、日々の生活
を送ってもらいたい。その中で、生活指導につい
ては継続的に行っていくことが大切となる。学校
全体で生徒を育てる体制を構築してもらいたい。 

②生徒が企画する行事など、今まで以上に生徒が輝
く場をさらに作ってもらいたい。 

③生徒個々のフォロー体制をより意識し、積極的な
働きかけを通して成長を実感できるようにしても
らいたい。 

 
評価：Ｂ 

3 

①体育･スポーツ活動を推進する。 
②教育相談を充実させる。 

①各運動部での活動に際して、明
確な目標を掲げ、達成に向けた
積極的な取組みが見られたか。 

②生徒の状況を把握しサポート支
援、指導をしていく体制が構築
できているか。 

スクールカウンセラー便り 
 

①各部において大会に向けて日々
のトレーニングを大切にしてい
く。生徒のやる気を引き出す工
夫した環境を作り出す。 

②生徒の状況把握に努めるために
面談等を積極的に行う。その中
で担任を中心にフォローしてい
く体制を作る。 

①日数や時間は限られている状況
の中で、トレーニングメニュー
の工夫等で設定した目標達成に
向け努力する姿勢が見られる。 

②状況に応じて個別で面談を行う
など状況把握に努めている。 

①生徒が部活動をはじめとする課
外活動で目標を掲げ、達成に向
けた積極的な取組みはできてい
るか。 

②生徒の状況把握ができている
か。また、不安を抱える生徒へ
のフォロー体制を整えることは
できているか。そして、教職員
間で情報共有し指導体制を確立
することができたか。 

①生徒の活躍の場も広がり、日々の活動に一生懸命
に取り組んできた成果が見られる。 

②面談等を通して生徒の状況把握に努め、個々が抱
える不安や悩みを取り除けるよう対応した。生徒
の課題克服に向けては担任･学年団が中心となり
アプローチを継続していく必要がある。 Ｂ 

①目標を達成するために計画性と日々の意
識レベルの向上が必要であることを感じ
た生徒も数多くいる。活動を通じて競技
における技術向上だけではなく、人間的
成長を求め、アプローチするように努め
る。充実した活動を継続していくことで
さらに大きな成長を遂げることができ
る。 

②個別面談等を通して生徒の精神面にアプ
ローチし、現状把握に努めていく。 

 ①部活動等の課外活動を行う中で生徒の成長を実感
できることは非常に素晴らしい。活気ある活動に
加え生徒が楽しいと感じることができれば自ずと
成長につながる。次年度も充実した活動が行える
ようより良い環境を作ってもらいたい。 

②生徒との面談に加え、家庭状況も把握するために
保護者とも情報共有、共通理解を持って指導して
いくことも大切となる。今後も学校全体として生
徒の成長を求めより良い教育環境を作ってもらい
たい。 

評価：Ｂ 

4 

①実践的な英語力を身につける。 
②「SDGs」世界を共通テーマに
グローバルな視点から課題をみ
つけ探求していく。 

③実践的な学びの機会を作る。 
 研修等を含めた学びの場の提供
を行う。 

④帰国子女生徒の積極的な受け入
れにより活性化を図る。 

⑤IB（国際バカロレア）による学
習効果の向上を目指す。 

①授業で学んだ英語の知識を実践
の場で効果的に使うことができ
るか。また、自分の考えを自ら
発信することができるか。 

②世界を意識する･知ることで様々
な事象を多面的に捉えることは
できているか。 

③生徒が授業で学ぶ英語の知識を
語学研修等で実践できている
か。生徒個々にスキルアップに
つなげる機会を提供することが
できているか。 

④帰国子女生徒が他生徒に良い刺
激や影響を与えることができる
か。 

⑤MYP（中等教育プログラム）に
おける学習効果がグローバル人
材の育成につなげることができ
るか。 

①英語の授業において基礎知識の
習得はもちろん、プレゼンテー
ションを行う機会を作るなど、
実践的な場でも活用できるよう
にする。 

②調べ学習として、世界で起きて
いる様々な問題にアプローチ
し、様々な事象を多面的に捉え
ることの重要性を知る。 

③授業内で学ぶ知識を修学旅行や
ブリティッシュヒルズ語学研修
等で実践する機会を作り学びの
場とする。 

④海外在住経験や語学力の高い帰
国子女と日々の学校生活を共に
することで英語力向上の意識に
良い刺激を与えていく。 

⑤調べ学習やディスカッションを
行う機会を作るなどアクティブ
ラーニング手法を用いて主体的
に学ぶ環境を整える。そして、
授業で実践できる場も作ってい
く。 

①英語 G では基礎知識習得を中心
に行っている。IB 英語はプレゼ
ンテーションを行う機会を積極
的に作る実践的な英語力を身に
つける機会を作っている。 

②テーマを掲げ、各グループでテ
ディスカッションを行った。生
徒は主体的に取り組み、調べ学
習を通して様々な問題に対して
考える機会となった。 

③ブリティッシュヒルズ語学研修
やハーバードサマースクールを
企画し英語を実践する場を提供
した。 

④帰国子女と学校生活を共にする
ことで刺激を受ける生徒は多
い。今後も積極的に募集を行っ
ていきたい。 

⑤学校全体で IB における情報共
有を行い理解が深まっている。 

①基礎知識の習得について指導体
制が整っているか。IB 授業が実
践的な英語力向上につながって
いるか。生徒の理解力に応じた
進度設定および授業展開はでき
ているか。 

②探求型プログラムおよび授業展
開を通して、生徒が主体的に学
び課題に取り組む環境は作られ
ているか。 

③行事や希望者対象研修等で生徒
の活動、学び、実践的な英語力
向上の場を提供できているか。 

④帰国子女との交流を通して、英
語学習におけるモチベーション
向上につなげることができてい
るか。生徒募集において、海外
在住者への認知度を高めること
ができたか。 

⑤授業展開にあたり教員間で情報
共有し、質の高い授業展開につ
なげることができたか。 

①基礎知識の習得については、さらに工夫を講じて
いく必要があるとも言える。IB 授業においては実
践的な英語力を身につけるために主体的な学びが
できる環境は整ってきた 

②探求学習や調べ学習等を通して、個々が意欲的に
学ぶ環境が整理されている。生徒が自ら考え、課
題を発見する力、常に高いモチベーションで取り
組む姿勢が整っている。 

③各種行事において実践の場で活用できるかを確認
することで、英語力を伸ばすことにモチベーショ
ンが上がっている。 

④帰国子女との交流で英語力向上に高い意識を持つ
生徒が増えている。海外での募集活動においても
認知度が高まり希望者も増えてきている。 

⑤IB 授業における授業展開や手法など様々なアイデ
ィアを教員間で情報共有した。今後も継続してい
く中で質の高い授業を展開したい。 

Ｂ 

①基礎知識の習得状況を確認できる学力推
移調査等の結果より個々および学校とし
ての課題を整理し、指導体制を整えてい
く。IB 授業においては今後も継続して
探求心･思考力、プレゼンテーション能
力向上を目指していく中で更なる工夫を
講じていきたい。 

②生徒が主体的、意欲的に学ぶことができ
る環境を作りさらに学習効果を高めてい
きたい。 

③英語を実践的に活用する行事等を通して
生徒の積極的な姿勢が見られた。新たな
行事を企画するなど工夫を講じていきた
い。 

④帰国子女募集における、本校の認知度は
高まっている。次年度も積極的に募集を
行いたい。 

⑤教員間の情報共有は学校全体の指導力向
上につながる。その中で、教員全体が
IB の本質を理解できる体制を構築す
る。 

 ①英語力向上を目指す生徒は英検取得状況から見て
も非常に高いことが分かる。更なるレベルアップ
を図るために授業手法など様々な工夫を教員間で
共有し対応してもらいたい。 

②生徒が前向きに、そして、主体的に学ぶ場がある
のは素晴らしいことだと言える。今後も継続した
環境作りをお願いしたい。 

③学習した英語を実践の場で試す機会があり、課題
を確認できることは非常に素晴らしいと言える。
今後もより良いプログラムを提案してもらいた
い。 

④帰国子女との交流は英語力向上のモチベーション
を高める状況につながる。今後も継続した活動を
お願いしたい。 

⑤教員間の授業展開、手法をはじめ情報共有を行う
ことで授業の質が高まる状況となる。今後も継続
的に行いより良い体制を作ってもらいたい。 

 
評価：Ｂ 

 


